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自己紹介
小山田 大和

• 1979年生まれ。39歳。学生から地域活動に

• 小田原市行財政改革検討委員(09-10)、同社
会教育委員(10-12)、図書館協議会委員(10-
12)を経て

• 2012年から一般社団法人エネルギーから経

済を考える経営者ネットワーク会議事務局。
15年より事務局長。16年より理事。

• 現在、合同会社F＆Eあしがら金太郎電力代表

社員、合同会社小田原かなごてファーム業務
執行社員。

• 松田町自然エネルギー活用に関するあり方研
究会委員

• 松田町木質バイオマス利活用検討協議会委
員

• 早稲田大学招聘研究員



エネルギーから経済を考える経営者ネットワーク会議
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地域で再生可能エネルギーを中心とした
エネルギーの地産地消のしくみをつくる

賢いエネルギーの使い方を学び、実践する
＝ 省エネ

1
. 

2. 

１３

活動の柱は…



化石燃料を忌避する世界銀行

キム総裁：

・石油、天然ガスの探査／採掘への融資

（upstream oil & gas finance）を

2019年以降停止（phase out）する

・目的は再生可能エネルギー（RE）の普及

（at Summit)

・化石燃料からREへ移行が進む中で

（世銀融資を）座礁資産にしたくない（朝日）

2018年５月26日 エネルギーと金融の世界の潮流と日本お進むべき
方向性
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突然ですが・・・

この数字は何を指すかお分かりになりますか？

186.5億円/年
地域エネルギー支出額
地域エネルギー需要量 3488TJ（2015）
地域エネルギー自給率 4.11％
（出所：国立研究開発法人 科学技術振興機構
「持続可能な多世代共創社会のデザイン」
研究開発領域地域ストックマネジメント研究、未来シミュレータ
http://opossum.jpn.org/simulator/）

http://opossum.jpn.org/simulator/


突然ですが・・・

この数字は何を指すかお分かりになりますか？

45.7億円/年
地域エネルギー支出額
地域エネルギー需要量 1160TJ（2015）
地域エネルギー自給率 57.73％
（出所：国立研究開発法人 科学技術振興機構
「持続可能な多世代共創社会のデザイン」
研究開発領域地域ストックマネジメント研究、未来シミュレータ
http://opossum.jpn.org/simulator/）

http://opossum.jpn.org/simulator/


本日お話しすること

1、ほうとくエネルギー

2、湘南電力

3、小田原箱根エネルギーコンソーシアム

4、行政の動き

5、鈴廣さんの取り組み

6、小田原かなごてソーラーシェアリング

7、松田町の取り組み

8、あしがら電力構想



ほうとくエネルギー株
式会社

（持ち株会社）

ほうとくソーラー１
株式会社

（事業/アセット会社）

自然エネルギー市民ファンド
（第二種金融商品取引業者）

市民ファンド
募集委託（予定）

市 民
機関投資家
商工業者

投資

分配 点検業務委託

配当 出資

工事発注

東京電力

売電

事業融資
および

つなぎ融資

金利

小田原再生可能エネルギー
事業化検討協議会

募集 100%出資

株 主

小田原地元企業による
太陽光発電施工JV

さがみ信用金庫

小田原市/周辺市町村に本社
または

事業所をおく商工業者
（３８社）

再エネ事業の
事業主体

連携
5800万円

3000万円
1億円

２億7000万円

4億円

ほうとくエネルギーの誕生

事業スキーム

１８



(仮)小田原メガソーラー

地元金融機関

地元企業

屋根貸しソーラー

小田原市

未来の子どもたち

電力会社

私たち

市民ファンド

出資

配当

売

電

サポート＆支援

固定資産税＆使用料

地主さん
 環境教育＆人材育成
 環境保全

地域

 地元企業への工事発注
 地元産品で出資優待
 環境ツアーによる観光

地域でお金を
循環させる！

ほうとくエネルギーは何をするの？

里山の復活
エネルギーの自給自足

１７
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湘南電力

２０
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湘南電力設立の経緯

２０１７年５月

小田原市の地元企業である小田原ガス株式会社、株式会社古川、ほうとくエネルギー株式会社、株式
会社ニッショー、有限会社オーワンカンパニーの５企業と資本提携をし、さらに地域密着型の企業とし
て取り組みを促進

湘南ベルマーレ

• 大企業をスポンサーに持たな
い市民参加型サッカークラブ

• 地域に根差した活動を重視。
更なる地域活動を目指す

・電力システム改革の中、
小売電気事業の立上げを
支援

エナリス

神奈川県内で発電した再生可能エネルギーを神奈川県内で積極的に消費するエネルギーの地産地
消を通じて神奈川県内の地域活性化に着手。

２３
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市民・事業者

小田原市（行政）

2011.3.11

2011.12.7

2014.10

2014.4.1

2015.10
2017.7

エネルギーの地域自給に向けた小田原市のこれまでの取組

2012.12.11

協議会には市民、地元金融機関、
商工会議所、エネルギー会社等が参加

ほうとくエネルギー株式会社の設立

メガソーラー市民発電所竣工

東日本大震災、市内において
も計画停電等の影響

小田原再生可能エネル
ギー
事業化検討協議会の設立

小田原市再エネ条例施行
エネルギー計画策定

・再エネ事業奨励金の交付
・「市民参加型」事業の認定

エネルギーの地域自給
の促進に係るモデル事
業に関する協定を締結

市民出資を取り入れた市民参加型再生可能エネルギー事業の創出から着実に歩を進め、今年７月には創エネ、蓄エ
ネ、エネルギーマネジメント（VPP）を組み合わせた、“エネルギーの地域自給の促進に係るモデル事業”の協定を締結。

地域エネルギー事業者の設立 再生可能エネルギーによる分散型電源の創出・拡大 地産電力の供給体制の構築

協定調印
式

・目標の設定
・リーディングプロジェクトの設
定

２９
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鈴廣かまぼこの里 全体図

３７
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～鈴廣 かまぼこの里における省エネ・再エネ設備の導入実績～

JR小田原駅

小田原城

©Google19

１．かまぼこの里再生可能エネルギー利用

３８



1日の発電量　2013年10月12日晴れ（日照時間10.6時間)
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風祭店

FP工場

千世倭樓

（１） 太陽光発電システム 110.1kw 2013年6月～9月

風祭店 48.6kw

ＦＰ工場 38.5kw

千世倭樓 23kw

３９



（２）－① 太陽熱給湯システム 風祭店 2013年12月

システムフロー図

太陽熱パネルと蓄熱タンク

給湯器

レストラン厨房の食洗機で使用する温水に供給に導
入。ガス使用量→夏場60%減、冬場15%減程度
年間平均すると20%削減。

太陽熱ｺﾚｸﾀｰ30枚（60m2)

蓄熱ﾕﾆｯﾄ370L×6台
（循環ﾎﾟﾝﾌﾟ内蔵）

①既存給湯器50号×
4台  効率80％

RFL

2FL

補給水

給湯

ﾊﾟﾈﾙで暖められ
たｸｰﾗﾝﾄと水を熱
交換します。

クーラント液
循環

熱媒の循環

４０



（２）－②太陽熱給湯システム

太陽熱パネルと蓄熱タンク

４１



（３）－① 地中熱換気システム えれんなごっそ 2014年1月

大型レストラン（席数250）の換気システムとして導入。地中熱と井戸水
を利用したハイブリッドシステム。
年間電力使用量を約20%削減。

４３



（２）－③太陽熱と太陽光

1m2当たり発生エネルギー（年間）

太陽熱
1751
78%

太陽光
 502
 22%

MJ

MJ

単位面積当たりにおける太陽熱利用の発生エネルギーは
太陽光発電量のおよそ3.5倍である

４２



２．本社新築プロジェクト ZEBのチャレンジ

１．外皮性能アップ
・壁、床、天井の高断熱化

・Ｌｏｗ-Ｅペアガラス全面採用

２．省エネシステム、高性能機器導入
・地下水を利用した水熱源空調・給湯システム
・ＬＥＤ照明導入、人感センサ照度センサ制御
・光ダクトによる自然採光導入
・エネルギー管理（ＭＢＭＳ）システムの導入

３．創エネ
・38kw太陽光発電
・蓄電池(20kw)に貯めて施設内で
有効活用

屋根散水
トイレ
屋外散水栓

一次エネルギー削減率・・・６０．２％

４６



（４） コージェネレーションシステム えれんなごっそ 2015年1月

発電電力は通常時にはピークカットとして、非常時には非常用電源として最低限
の施設利用を可能とするために導入。
また、発生する温水は熱交換し施設内で給湯に利用。

小田原市の一時避難施設に指定

４５
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2015年8月竣工

平成27年度かながわ地球環境賞受賞

・井戸水熱源利用
・調湿コントロール
・太陽光パネル、蓄電池利用
・自然光の取り入れ
・高断熱、高気密
・ＢＥＭＳの導入
・小田原ヒノキの利用による森林活性

４８



３．地下水熱利用空調システム 惠水工場 2017年1月
（１）システム導入の経緯
・工場竣工から21年が経過し、設備の老朽化に伴うガス炊き冷温水発生器の

不具合多発。
・設計値比較でエネルギー消費効率 -12%、システムエネルギー消費効率 -20%

（２）導入にあたり考慮したこと
・熱源をガスからメンテナンス性の良い電気に変更する。
・契約電力は上昇 させない。
・状況に合わせた機器の出力制御を行い、ランニングコストを下げる。
・更新機器がオーバースペックにならないようにする。

（３）導入後の結果
・2017年夏期の電力は契約電力内で収まる。
・CO2は34%削減した。
・2次排水利用による既設冷却塔薬剤費用がほぼ全額削減された。
・故障による空調関係の苦情が無くなり、労働環境が改善された。

調査の結果、地中熱（井戸水）の利用が適していた。
井戸水は休止中の井戸を活用。

４９



５．電気と熱利用の割合

電気
(３３％）

熱

直接利用 間接利用

（６６％）

５１



小田原市民による手作りの
創発イベント

～おひさまマルシェ立ち上げ～



市民もエネルギーの啓発に取り組む

• 下曽我小学校でのサ
マースクールで出前
授業

• 2017.5.5 松田町「寄」
地区 若葉まつりにて



市民がエネルギー全国大会を
２年連続で小田原へ誘致



日本の耕作放棄地の現状

• 富山県の面積に匹敵(４０万ヘクタール)

• 小田原市だけで１６１ヘクタール

(東京ドーム３５個分)



日本の耕作放棄地の現状

• 「高齢化」「担い手不足」
↓

農業は儲からない
きつい・きたない・危険

↓
農家が継がせない

↓
耕作放棄地化



農の付加価値を高める動き

発売わずか１ヶ月で完売の
おひるねみかんジュース 自然栽培で出来たえごま油



「農」そのものの付加価値を高める
～自然栽培の米作り～

自然栽培＝農薬、除草剤、肥料、何も使わない農法。奇跡のりんごで有名
普通の「米」より値段が４倍。仕事量は半分。
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農業とエネルギーで地域を元気にするための啓発イベント
地域活性化フォーラム～下曾我から発信する地域再生のヒン
ト～「農業」と「エネルギー」から考える 開催。

市民が「エネルギー」と「農業」を結びつける



小泉元総理を招いての
ソーラーシェアリング竣工式

(２０１６.１１．０９)



施設概要
施設名 小田原かなごてソーラー太陽光発電所

所在地 神奈川県小田原市曽我岸604

事業目的 意義 農業+エネルギー=農業再生！！地域を元気に！！

農業 生産物 さつまいも

補助金

事業名称 神奈川県地域主導再生可能エネルギー事業

補助金額 136万円

太陽光設備
モジュール容量 15.12kW モジュール

京セラ製
270Ｗモジュール

架台 発電設備下での営農事業に適した特注架台

発電事業

売電単価
24円/kWh（税抜）
（固定価格買取制度）

売電期間
平成28年11月2日から
20年間

年間発電予想量 15,997kWh

設備の特徴
①特注架台により、発電設備下の日射を確保した配置
②営農作業を効率的に行えるよう事前から2500ｍｍの高さを確保

土 地 設置面積 279.72㎡ 地 目 農地(一部転用)

2018/12/25 株式会社パスポート 環境エネルギー事業本部 4

1号機



ソーラーシェアリングは儲かる
2017年1月～2017年12月
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2018/12/25 株式会社パスポート 環境エネルギー事業本部 5

1号機 売電実績

2017年

発電電力量

kwh
2,126 2,300 2,259 2,106 2,557 2,251 2,438 1,706 2035 1345 1944 1635 24,702

売電金額（24
円）

51024 55200 54208 50563 61381 54033 58524 40940 48843 32280 46656 39249 592,848 

予想比 151% 187% 166% 147% 157% 175% 175% 106% 169% 119% 169% 122% 153%

発電シュミレーション比
153％！！

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計



小田原かなごてソーラー事業概要

施設概要
施設名 桑原発電所

所在地 神奈川県小田原市桑原字石原88-1

事業目的 意義 農業+エネルギー=農業再生！！地域を元気に！！

農業 生産物 米 (生産した米は日本酒の原料とする)

資金

総投資額 14,500,000 円 (内設備費用1,330,000 円)

融資内訳
城南信用金庫様 9,000,000 円
神奈川県補助金 6,650,000 円 (返済義務あり、ただし金利0％)

太陽光設備

モジュール容量 58.24kW モジュール
京セラ製
280Ｗモジュール

架台 発電設備下での営農事業に適した特注架台

発電事業

売電単価
21円/kWh（税抜）
（固定価格買取制度）

売電期間
平成30年6月から
20年間

年間発電予想量 62,227ｋWh

設備の特徴
①特注架台により、発電設備下の日射を確保した配置
②営農作業を効率的に行えるよう地上から3000ｍｍの高さを確保

土 地 設置面積 812.14㎡ 地 目 農地(一部転用)

株式会社パスポート 環境エネルギー事業本部2018/12/25 5

2号機



2018/12/25 株式会社パスポート環境エネルギー事業本部 21

2号機航空写真



株式会社パスポート環境エネルギー事業本部2018/12/25 20

2号機完成式典にて



かながわ地球環境賞受賞



ソーラーシェアリングは
地方創生の切り札

《メリット》

• 農業とエネルギーの両方から収入が得られる。

• 売電で現金収入が増える⇒営農継続のモチベーション

• 若年層の農業への回帰⇒一次産業の復権

食料自給率の改善 等

《デメリット》

• 農家の心のバリア

• 一時転用という申請関係の煩雑さ行政窓口への不浸透

• 一時転用許可の期間が３年

• お金の問題(融資に金融機関が及び腰)



認可件数は確認できた
が、実際に稼働している
件数は確認できなかっ
た。

農水省、経産省も把握は
していない模様。

地域によって認可に差が
あり、農業委員会によって
の温度差が激しい。

国家レベルでトップダウン
の普及活動が必要。



出典:農林水産省 営農発電取り組みガイド

一時転用申請

・地元で農業委員会に顔
が利く人でないと厳しい(農
家独特の人間関係)

・申請の煩雑さ
書類提出のフォーマットが
存在しないため、地域、タ
イミングによって提出資料
が大きく変わってくる

・申請の煩雑さ

・報告義務
1年に1度収量報告を行
う。
基準に満たされない場合
撤去指示の可能性がある

・見解

根本的に農業委員会の
拒否反応が強く。農家
もその反応を見て快く
思わない傾向が見受け
られる。

農家からのボトムアップ
は現状厳しい。

農家との協力関係がな
ければ農業体制も整わ
ず、太陽光業者が投資
して農業団体を作る
ケースもある。
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資金集めとして
クラウドファンディングに挑戦

• https://readyfor.jp/projects/ohirune-mikan12419

• 小田原のみかん文化を守る、みかん酒スパーク
リングを作りたい。

• 目標額６２万円(５日で達成) 結果１００万円

https://readyfor.jp/projects/ohirune-mikan12419


おひるねみかん酒スパークリングの
商品化







地域電力でバスを充電
～これがエネルギーの地産池消～

松田町COOL CHOICEの事例

ご当地の電力
小売事業者＝

湘南電力

松田町

電力
供給

充
電

売
電

鈴廣

小田原かなごて

ほうとくエネル
ギー
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取組事例 松田町における『町の防災対策と再生可能エネルギーの導入促進』

足柄上郡松田町と再生可能エネルギーの地産地消と地域防災対策を推進するという協定を締結。

全国でも先進的な事業に取り組みます。

＜スキームのポイント＞

 地域防災対策の拡充
 再生可能エネルギーの導入促進
 追加予算措置の抑制

平成28年10月17日松田町プレスリリース

従来自治体が支払っている電気料金
の総額よりも支払額を削減し、
さらに、自治体施設２拠点に
無償にて太陽光発電設備及び蓄電池
を導入
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普通の市民が始めた
「松田バイオマス熱供給」事業始動

　　　電気の購入
　　　電気料金

　　　　　　　　　　　地域振興基金

事業ファンド募集
　　　市 　　　現 　　　補助金
　　　民 　　　金
　　　出 　　　分 松
　　　資 　　　配 田

ファンド募集依頼 町
熱水の供給 ・

融資 健
熱水の代金 康

福
　返済 　　　代金 蒔 祉

　　　　　　　半分を地域通貨で セ
ン
タ
 |

松田エネルギー公社
出資者 株式会社リコー、合同会社小田原かなごてファーム 必要なチップ料
協力者 松田町、足柄上商工会、森林組合、東京農工大学 146ｍ3 全部切り替えたら
事業内容 温水の供給 森林組合には出資してほしいが 　木を1ｍ3度の程度で買うか？

啓発事業 事情もあるから無理強いしない 直径２０ｃｍ長さ2ｍが２０４４本
視察 毎年２０４４本切り出すには？

ｍ３＝３５００円とすると511.000円
チップの製造、販売は森林組合にお金を支払って依頼する

森林組合・自伐林家

国・神奈川県

あしがら電力

金融機関

第二種金融商品取引業者

松田町健康福祉センター熱供給スキーム図

(仮称)「松田エネルギー公社」　

住民・市民



松田版シュタットベルケ(都市公社)
の創設



松田町木質バイオマス熱利用事業化へ向けて計画策定



地域新電力「あしがら金太郎」電力
設立

• 1871年(明治四年)の廃藩
置県では足柄縣が6年間
存在。幻の縣といわれ
た。

• 当時は、相模川以西と伊
豆地方が射程であった。

• 現在の「あしがら」の概念
は一般的には1市(南足
柄市)5町(松田町、山北
町、中井町、大井町、開
成町)人口規模は10万人

• まずはここに小田原市郊
外(曽我地域等)を入れた
地域での展開を目指す。

• 供給するエネルギーは自
然電力とタイアップし、
ＲＥ100の(すべてが自然
エネルギー由来の電気
であるということ)電力供
給とする。



売上

儲け コスト

配当 金利 設備
費

光熱
費

給料原材
料費

地域外に出て
行ってしまう

地域内の誰かの
貯金に回る

お金の使い方次第で地域が変わる

内部
留保

多くは結局､地域内
では使われないまま

地域内で循環し､雇用
と若者人口を増やす！

地代
家賃

受け取った人が
地域内でまた使う

地域内では循環せずに
都会や海外を活性化させる

雇用増！
賃上げ！
兼業奨励！

地消地産
物々交換
を促進！

地域の
業者に
発注！

地域内
向けは
安く！

地域の自
然エネル
ギー活用!

地域か
ら資金
調達！

地域か
ら資金
調達！

都会に預け
ず地域内に
再投資！

地域外への売り上げを増やし、
もっと｢外貨｣を獲得！


